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　シェイクスピア（以下では, Sh.と略すことにする）の『ソネット集』は，百五十数篇のソネッ
･卜から成るsonnet sequence （ソネット連作）と1なっていて，読者は個々の作品を読む,楽しみと同
峙に，連作としでまとまりのあるものを読んでいく楽しみが得られる．中でも，１番から.17番まで
は，年長の詩人が年下の青年に結婚を勧めるというテーマで一貫している．しかし．17番で７応区
切りがつけられ，18番から新たなグループが始まるかと言えば，そうとも言い切れない．例えば，
＜詩による永遠化> (immortalization by verse)のテーマは，15番で初めて導入さ’れ，それが17番
に引ぎ継がれ, 18番に至って高らかに歌い上げられることになる／また，･18番に見ちれる相手に対
する讃美は，すでに＜詩人＞の＜青年＞に対する愛を感じさせ，事実，1･9番以後では，＜愛の詩＞
としての性格が一層明確になってい＜．しかし，この＜愛＞のテーマも18番で初めて表われるわけ
ではなく，10番の‘for love of me' (line 13) (以下では, lineの表示を略し，数字だけを記す
ることにする）や‘dear my love' 叫という表現によって仄めかされている．このように，く結
婚の懲憑＞から＜愛＞の問題へと，テーマが徐々に移行していくことかわかる．このことは, Sh.
のソネット作詩の仕方を暗示している．イメージ(imagery)についても，これと似たことが言え
る．　或ソネットで取り上げたイメージを, Sh.はそれに続く幾篇かで発展させ，そのイメージが
持つ表現の可能性を汲み尽すと，また別のイメージに移っていく．或ソネットでは言葉の背後に隠
されていたイメージが，後のソネットでより明確な表現を取ることによって，逆照明を受ける場合
もある．例えば，１番の４行目の‘tender heir' は，．文字通りには，＜若い世継＞という意味であ
るが，７番の114行目の‘Unlooked on diest unless thou get ａ son' (息子を儲けなければ，君は
誰にも看取られることなく死ぬことになる）という表現を読ん,だ後で振り返って見るとき，く臨
終を看取って（＝tｅｎｄ）＜れる世継＞という意味が重ねられていることがわかる．このよテに，イ
メージが一篇のソネット内で独立していないで，他のソネットと有機的な関連を持っていることが
多い．中には，＜５番・６番＞＜15番・16番・17番＞などのように，緊密な繋りを持っていて，全
体で二十八行詩，あるいは四十二行詩と考えられるような場合も.ある．．
　『ソネット集』には，確かに，物語性が存在するが，厳密な意味での物語となっているわ.けでは
ない.1例えば，＜結婚ソネット＞群では，時間の流れに沿って物語が発展していくのではなく，
Sh.が＜結婚の懲憑＞というあらかじめ定めておいたテーマをめぐって，イメージを展開させ，
表現の可能性を探っているというふうに考えられる．このような作詩態度からは，作品の修辞的性
格が予想されるか，実際, Sh.のソネットの一つの特徴は，その高度に修辞的な性格にある．他
のソネット作者(sonneteers)と較べて, Sh.のソネットが特に修辞的であるという印象を与えな
いとすれば，それは，却って, Sh.が修辞法（レトリック）を完全に自分のものにしでいるため
と思われる. Sh.がソネットを書いていたのは／詩人が修辞法を研究することによって作詩法を
学ぶといった時代であった. Edward Hublerが指摘しているように, Sh.のソjネットの修辞性
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は，地ロ（pｕｎ）や言語遊戯(wordplay)といった形を取ることが多い.2 Sh. の時代には，地ロ
は一つの修辞法であったのであり，言語遊戯も必ずしも軽薄で，不面自であるとは見なされていな
かったという事実を，ソネットの読者は念頭に置いておく必要かある.
　　　Shakespeare's native interestin words was encouraged by the traditionof his time
　　which considered the art of writing to be based on ａ body of precepts and saw no
　　reason to think of craftsmanship as an affectation There was ａ tendency in Shake-
　　speare's　time, and　earlier,to　admire the formal dexterity of ingenious word play,
　　and thisis nowhere better illustratedthan i･ｎthe sonnet tradition....　The truth is
　　that Shakespeare's interest　inwords produced some　of his best as well as some of
　　his worst effects.3
　Sh.のソネットのもう一つの特徴と考えられるものは，イメージ(imagery)やメタファー
(metaphor)が作品の構成上極めて重要な役を果しているという点である. Sh.のソネットにお
けるメタファーの複雑さについて, Hallet Smith は，次のように，適切な指摘を行っている．
　　for all their apparent　simplicity, the sonnets of Shakespeare have ａ rich and
complex ‘tｅｘ叫re,and　this　richness　and　complexity is not to be found in diction,
versification, or subject, but in the metaphors. The perfection is ａ matter of meta-
phorical variety, logic, and development.*
　J2j下では，３番と４番を採り上げ，イメージと修辞性・言語遊戯といった面に注意しながら，筆
者なりの註釈を試みたい．
　　　　　　　　　　Sonnet３
Look in thy glass and tellthe face thou viewest,
Now is the time that face should form another,
Whose fresh repair if now thou not renewest,
Thou dost beguile the world, unbless some mother.
For where is she so fair whose uneared womb
Disdains the tillageof thy husbandry?
Or who is he so fond will be the tomb,
Of his self-loveto stop posterity?
Thou art thy mother゛Sglass and she in thee
Calls back the lovely April of her prime,
So thou through windows of thine age Shalt串ｅ，
Despite of wrinkles, this thy golden time｡
　But if thou live remembered not toｂｅ。
　Die single and thine image dies with thee.
　３番では，１番の第2 quatrain に見られたNarcissusのイメージか,５ソネットを構成する
わ＜組として用いられていると思われる．鏡をのぞき込んでいる＜1adｙ＞というイメージは，ソネ
ット作者たちの好んだものであったか，このイメージをSh.はNarcissusの姿と重ね合わせ，彼
のソネットの＜1adｙ＞とも言うべき＜青年＞に対して用いている．第1 quatrainだけは，各行か
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一音節多< , <Viewest/renewest>, <another/mother>のように女性韻が用いられていて，こ
れは鏡をのぞき込む行為の女々しさとうまくマッチしている．
　３番と他のソネットとの関係について, Winifred Nowottny は，　　　　　　　　　　　　　・
Sonnet Ill takes up and expands the first quatrain of Sonnet 11, turning as it does
upon the beauty of the face (‘Look in thy glass, and tell the face thou viewest...')
　　６　　　　　　　　　　　　　　　　　●
と，３番が２番の第1 quatrain を発展させたものであることを指摘している．　この指摘は確かに
当っているが，しかし，これだけでは少し一呵的であるような気がする．むしろ，３番は１番に見
られたNarcissusのイメージを展開させ，それを骨格として用いているように，筆者には思われ
る．水面に映った美しい自分自身の姿に見とれ，「自分自身の輝く眼にくぎ付けになってしまっ
た」‘contracted to thine own bright eyes' (Sonnet 1 : 5) Narcissusの姿を＜詩人＞は相手の
＜青年＞の中に見ているのではないだろうか．そう考えれば，＜自己愛> (self-love)に溺れてい
る＜青年＞に対して，「鏡に映った顔に向って，今こそその顔を生き写すべき時だと言ってやり給
え」というふうに＜詩人＞が説くことも，自然なことと理解できる．ここで，‘tell the face thou
viewest' (1)というように，見ている＜青年＞と鏡に映った見られている＜顔＞とが，まるで二つ
の別の存在であるかのような表現になっているのは，単なる言葉の綾ではなく，水面に映った自分
の顔が自分のものであることに，最初気付かなかったNarcissusを踏まえてのことと考えられる．
また, "Who is he so fond will be the tomb, / Of his self-love to stop posterity?’ （7－8）と
いう表現も，＜自己愛＞から自分自身を，子孫までもその中に葬る所の墓としてしまったNarcis-
SｕSに対する言及と考えられ，‘fond'という形容詞は，＜愚かな＞という意味と＜（自分を）溺
愛する＞という意味との両義牲が効いていて，効果的である．最後の行の‘Die single and thine
image dies with thee' という表現の‘die single' には，「独身のまま死ぬよという意味の他に．
　「自分一人(=single)が死んでも，水面に映った＜姿> ( = image)も同時に死ぬことになって，
結局二人か死ぬことになる」という地口か隠されていると見れば，これもやはりNarcissusのイ
メージとなる．水面（＝鏡）の＜姿＞は「君と共に来て，君と共に留まり，君と共に去るで.あろ
う」（‘tecum venitque manetque; / tecum discedet' Ovid,Ｍｅtａｍｏｒｂｈｏｓｅｓ,Book III. 435
－6）ものだからである. Narcissusが力尽きて顔を水面から離し，「疲れた顔を緑の草の上にう
なだれた」（502）とき，同時に彼の恋する相手の＜姿＞も水面から消えるのである．
　このNarcissusのイメージというわ＜組の中で，＜詩人＞は＜青年＞に，＜生殖＞（ｐrｏｃrｅａ-
tlon)によって子孫を残すように，＜農耕＞のメタファーを用いて説得する．第1 quatrain の
ぐthou' (1) ‘now' (2) ‘now' (3)-一一‘thoｕ’（3）＞のように反復される＜chiaSmｕS＞（交差法）
は切迫した説得の口調を表わしている．＜農耕＞のメタファーが表われるのは５－６行目である
が，３行目の‘unbless some mother' という表現の中で，「子宝をさずかるという祝福を奪う」．
　「収穫という祝福を奪う」という両方の意味を持つunbless'という語を用いることによって，
＜農耕＞のメタファーの導入を唐突と感じさせない工夫を行っている．　このメタファーは，く農
耕＞と＜生殖＞の両方を暗示する多義的な四個の単語によって可能となっている.‘uneared'は
＜耕されたことのない＞＜穂(=ear)を付けたことのない＞＜子を産んだことの゛ない＞を，‘till-
age'は＜耕作＞＜女性を壊妊させること＞（cfノhe ploｕｇｈｅｄher, and she cropp'd'―一一Ａれtｏり
ａｎｄＣＬｅｏｐａtｒａ,II. ii. 228)を意味する. 'womb' (子宮）は, 'The earth that's nature's mother
is ｈｅｉtｏｍｂ　',/ What is her burying grave, that is ｈｅｒ･ｗｏｍＶ（ＲｏｍｅｏａれｄＪｕliet, III. iii.
9－10）という表現にも見られるように，しばしば＜大地＞の意味で用いられ(cf. 'optima ma-
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trum, terra' <最良の母jなる大地＞-Ｍｅtａｍｏｒｂｏｓｅs, Book IV. 91―92), <tomb>と韻Tを踏
み.反意語関係にあることから，７行目の‘tomb'を引き出す役を果し，５－６行目･の＜女性＞
　(she)の側に関する修辞疑問文と７－８行目の＜男性＞（he）の側に関するそれとのparallelism
　（対句）をより明確にしている．６行目の‘husbandryいこは＜耕作＞＜夫としての仕事＞＜倹
約＞という三つの意味か掛けられていて，＜倹約＞という意味は’，１番の‘mak'st waste in nig-
carding'゜吻や２番の‘thriftless' (8)を引き継いだもので，４番の‘unthrifty' (1)や‘profitless'へ
と展開していくことになる．
　第1 quatrainの＜母＞‘mother' (4)のイメージは，第2 quatrainで＜子供を産むもの＞
‘womb' (6)となり，更に第3　quatrainでは, Sh.特有のイメージの論理によって，１行目の
＜鏡＞‘glass'と結合して，＜母の鏡＞‘mother's glass'(9)となる．　この場合, 'mother' (9)はく青
年＞の＜母＞を指すか，これに対し，４行目の‘mother'は，第一義的,には，「＜青年＞の妻とな
るべき女性」のことである．しかし同時に，ここには，もし＜青年＞が結婚しない場合，孫の顔を
見る祝福を奪われることになる彼自身の＜母＞の姿が，裏の意味として二重写しに,なっている．同
一の語を繰り返して使用する際，その意味内容を微妙にずらすことは，Sh≒　のソネットのいわば
＜文法＞のようなものであり, Sh.の作詩法の主要なテクニックの一つであったと考えられる．
１行目と９行目の二つの‘glass'の意味内容もやはりずれていて，１行目のそれか(Narcissusに
とっての水面と同様に）のぞき込んだ者の顔を映す普通の＜鏡＞であるのに対し，９行目のそれ
は，「母の生き写しとも言うべき＜青年＞」のことであり，それによって彼の母が自分自身の「青
春の美しい四月」を呼び戻す所の魔法の＜鏡＞なのである.７それは，したがって，それを通して
失われた「黄金の時」を見る所の＜窓＞‘windows' (l)とも言えるのである. 11―12行目で描かれ
ているのは，窓辺に腰をおろし，＜皺＞の寄せた顔を嬉しそうにはころばせながら，花の咲き乱れ
る美しい四月の庭で無心に遊んでいる自分の子供達を，「老いてかすんだ眼」( =windows of
thine age)で「窓ごしに」( = through windows)眺めている＜青年＞の姿である.
　10行目の‘prime'という語は，ラテン語の＜prｉｍａ hora> ( = the first hour)に由来し，「人
生の初めの最良の時期」すなわち＜青春＞，あるいぱ＜人生の盛り＞のことを指すが，同時に．
　「一年の最初の季節」すなわち＜春> (cf. Fr. printemps)をも意味し，＜農耕＞のメタファー
と同様に，＜人間＞に関することと，＜自然＞に関することとを同アの言語で表現することによっ
て，＜人間界の現象＞と＜自然界の現象＞との同一性を暗示している.‘the lovely April 0f her
prime'という表現は，‘April'どprime'というどちらも＜春＞を表わす語を前置詞‘of’で結ん
だ″一種の＜ｐｌｅｏｎａＳｍ＞（冗語法）となっており，このフレーズの構造は，６行目のやはり同義語
を‘of’で結んだ‘the tillage of thy husbandry' とし,?うフレーズの構造に対応する.後者は第2
quatrainの二番目の行に当り，前者も第3 quatrain-の同じく二番目の行に当る．第2 quatrain
が，先に見たように，前半の二行で＜女性＞について，後半の二行で＜男性＞について，く一般
論＞として述べていたのに対応して，第3 quatrain は，前半の二行で＜女性＞である＜母＞につ
いて，後半の二行で＜男性＞である＜青年＞について，＜個別論＞として述べていて，両者の
quatrainがparallelism (対句）を構成していることがわかる．また，第3 quatrainの冲では，
‘glass'どwindows', 'her prime' どthy golden time' というように，前半と後半のほぼ同じ位
置に置かれた対応する語句か，やはり｡parallelismを明確なものにしている．　このように，それ
ぞれ二行ずつのparallelismから成る二つのquatrainが，より大きなレベルでやはりparallelism･
を構成していて，＜形式＞（forｍ）に対するSh.の細い配慮を窺わせる．わかりやすくするた
め･に図式化すると, Fig. 1のようになる．また，イメージの構造を図式化したFig. 2と文法的な
構造を図式化したFig. 3から，このソネットかsymmetricalな構造を持っていることかわかる．
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１
14. die
viewest　（同義の動詞の反復）
dies (同義の動詞の反復)
Fig.　１　Parallelisms of Sonnet 3
Narcissus
unblessedness
21〈農耕〉のメタファー
恥回
?
､･〈鏡〉のメタファー
blessedness
Narcissus
’‾’‘｀゜1
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
　　　　　　　　　　（←→印はantitheticalな関係を示す）
Fig. 2　Imagery Schema of Sonnet 3
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１
２
一
一
３
４
命　令　文
条　件　文
13.　条　件　文
14.　命　令　文
Fig. 3　Grammatical Schema of Sonnet 3
　　　　　　　　　　　Sonnet４
Unthrifty loveliness, why dost thou spend
Upon thy self thy beauty's legacy?
Nature's bequest gives nothing but doth lend,
And being frank she lends to those are free:
Then beauteous niggard, why dost thou abuse,
The bounteous largess given thee to give?
Profitlessusurer, why dost thou use
So great a sum of sums yet canst not live?
For having trafficwith thy selfalone,
Thou of thy selfthy sweet selfdost deceive；
Then how when nature callsthee to be gone,
What acceptable audit canst thou leave?
　Thy unused beauty must be tombed with thee
　Which us6d lives th' executor to be.
　４番は，１番に潜んでいて，２番で顕在化させられていた＜美＝財産＞のメタファーを更に発展
させ，それに＜paｙ one's debt to nature> (=die)という表現に見られる考え方を組み合わせた
ものである．この場合の＜ｎａtＵrｅ＞は，次の引用に見られるものと同じである．
シェイクスピアのSonnets 3－4 評釈　　　　（野呂）
　　　　　　　l＞latｕｒｅnevｅｔ　leれｄｓ
The smallest scruple of her excellence,
But like a thｒiftｙ　goddess. she determines
Herself the glory of ａ creditor,
Both thanks and use｡
　　　　　　　　　　(^Measure foΓMeasure, I. i. 36―40)
111
　４番と他のソネットのイメージの関係について, Ingram and Redpath は，適切に，次のよう
に述べている．
The　cumulative　intelinked　imagery　of many groups in the Ｓｏｎｎｅtｓ one poem
echoing the images of perhaps two or more preceding, while in its turn introducing
ａ new image, itself echoed in those succeeding is well　illustrated　here. The　｀
legacy of beauty to be held for the benefit　of posterity, the contrast of capital put
to profit or left idle, the account　to be rendered, catch up　themes from Sonnets l
and 2， which will through their recombination　here in terms of usury lead on to
further development in Sonnet 6.８
そして，この＜財産＞のメタファーは更に９番でも取り上げられる．この４番では，＜財産＞のメ
タファーは徹底しており，ほとんどすべての主要な語が＜財産＞に関係した語となっている．
　このソネットの顕著な特徴の一つは，‘unthrifty loveliness' (l), 'beauteous niggard' (5), 'prof-
itless usurer' （7）という呼びかけと，それらにすぐ続ぐwhy dost thou…?’の三回に及ぶ繰り返
しである．そして，これらの疑問文はすべて修辞学の所謂<epiplexis> (=asking questions in
order to reproach or upbraid, rather than to elicit information)^であり，＜詩人＞は，相手
の＜美＞の＜財産＞を強調する表現-‘(beauty's) legacy' (2)―>‘bounteous largess' (6)―>
‘so great a sum of sums' （8）-によって相手を高めつつ，同時に，相手に対する非難・叱責を
巧妙に行っている．相手の＜美＞の＜財産＞を示す表現は，順次，誇張の度を強めていくくcli-
ｍａｘ＞（漸層法）となっており，それに対応して，非難の方も，脚韻語(rhyme word)として用
いられている動詞か, 'spend' (1)から‘abuse' (5)へとその非難の調子を高めていき, octaveの最
後で, 'can'st not live'（8）という表現に至って頂点に達する．呼びかけの方もこれに呼応して，１
行目では，相手を‘unthrifty'という形容詞で既しつつ, 'loveliness'で持ち上げ，５行目では，形
容詞と名詞をchiasmus (交差法）的に入れ替えて，‘beauteous'で持ち上げつづniggard'で厖
し，７行目では, 'profitless'という形容詞が１行目の‘unthrifty'に代って非難の調子を受け継い
ではいるものの，名詞の方は，相手の＜美＞を指す言葉はもはや姿を消し，代りに, 'usurer' (金
貸し）という恐らく当時あまりより響きを持たず，むしろ非難を含んでいたと思われる語が用いら
れる．読者は，　Ｔｈｅ ＭｅｒｃｈａｎtｏｆＶｅｎｉｃｅの中のユダヤ人＜金貸し＞ShyIOCkに対する, Antonio
の罵りを想い起せばよい(Shylock : Signior Antonio, many ａ time and oft / In the Rialto
you have rated me / About my moneys and my usances. 1. Hi. 106―108).三回にわた
る呼びかけは，形式的にはうまくバランスを保ち，きれいに揃っているのであるが, vocative (呼
格）の実体である名詞の方だけを見ると, 'loveliness'→‘niggard'→‘usurer'というふうに，
段々非難の調子を強めていくclimaxとなっていることがわかる．このvocativeにおけるclimax
は，これと平行する疑問文のclimaxとうまく＜形式的バランス＞（forｍａｌ balance)を保ち，これ
がこのソネットのoctaveに一種の＜形式美＞（forｍａｌ beauty)"を与えているのである．
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　　「利益を得ることのできない金貸し」‘profitless usurer' （7）という表現はoxymoron (撞着語
法）であり，「巨額を用いながら生きていけない」‘use / So great ａ sum of sums yet canst
not live'（7－8）というパラドックスとうまくバランスを保っている．ここで読者は，‘profitless
usurer'という表現に，再びShylockの姿をだぶらせることができる．「けちん坊」(niggard)な
「金貸し」(usurer)であるShylockは，三千ダカットもの「大金」（So great a sum of sums)
を「用い」fuse)ながら，「利子の代りに」(abuse) (‘ab'=away from 十‘use'=interest),
人肉を取るという「乱用」(abuse)を行おうとしたため，結局，「利潤」(profit)はおろか，
元金さえも失うことになり，「生計を立てることもできず」(canst not live),「利殖を知らな
い金貸し」(profitless usurer)という自己矛盾した存在であることを暴露してしまう. Shylock
は「成功して栄える」(thrive)ことかできなかったのであるが，このことはソネットの冒頭の
‘unthrifty' (ＯＥｌ），2.Ｎｏt thriving or flourishing)という形容詞に端的に示されている.　Sh.
が＜thriｖｅ＞と<thrift>の語源的繋りを意識していたことは, Shylockの次の言葉からも窺うこと
ができる．
This is a way to thr･ive, and he was blest ；
And thｒift〔=profit〕is blessing…
　　　　　　　　　（Ｔｈｅ Ｍｅｒｃｈａｎt　ｏｆｖｅれice. I. iii. 89―90)
‘unthriftv' (l)という語は, 1 ― 2行目のコンテクストでは＜浪費する＞という意味で用いられて
いる．しかし，コンテクストを拡げてShylockに当てはめれば，彼が＜利子＞（thrift）（Cfバmy
well-won thｒiftIWhich he cal＼ｓ　intｅｒｅst'―一The Me?lant of Venice, I. iii. 50―51)を得
損ねたことを指していると考えられる. octaveの最後に置かれだcanst not live"という表現は，
冒頭の‘unthrifty' (栄えることかできない）という語とほぽ同一の意味内容を持っていて，この
点で, octaveか緊密なまとまりを待った一種の＜円環構造＞（rｉｎｇ composition)を成しているこ
とかわかる．
　このソネットのもうーつの顕著な特徴は，第2　quatrainとガプレットでの，語源を意識した
‘use'という語とその派生語の繰り返しである．これは，まず，第1 quatrain の最初の行の脚韻
語‘spend' (1)を受け継いだ，第2 quatrainの最初の行の脚韻語‘abuse' (5)として表われる．こ
の‘abuse'は，更に７行目で，‘use'という動詞とに＜ｕSe＞の派生語である‘usurer'という
vocative (呼格）とによって引き継がれ，展開される. Sh.が<abuse>という語の持つく多義
性＞（ambigｕitｙ）をここで徹底的に，そして恐らくは意識的に，活用しているという事実に注目
したい．　議論をわかりやすくするために，まず, <abuse>という語の多義的な意味を概観してお
きたい. <abuse>は，＜abｕti＞というラテン語動詞の完了受動分詞＜abｕsｕS＞の形から英語に入
ったものであり，ラテン語の＜abｕti＞は，＜ab＞（＝ａｗａｙ）と＜ｕti＞（＝tｏ use)から成る合成
語で，その構成要素からも推測されるように，①＜tｏ use ｕp･，consume ｅｎtirelｙ＞，②くto mi-
suse, misapply>を主として意味し，あるいはまた, <to make full use of, utilize>の意味で用
いられることもあった．後期ラテン語になると，これ七③＜to disuse, stop using>という意味
が加わる．英語では，基本的意味はラテン語の②の意味と同じであるが，それに加えて，（このソ
ネットに関係のあるものだけを示すと）④＜ＯＥＬ），４バｏ deceive, cheat~> ,⑤＜０££），6バｏ
ravish, deflle>という意味がある．
　さて，‘why dost thou ｓｂｅｎｄ’（1）-ｗhｙ･dost thou abｕsｅ'（5）-‘why dost thou ｕｓｅ'（7）と
いうふうに，いわば同格的に並置された形式的な反復に目をやるとき, 'spend', 'abuse', 'use'とい
う三個の動詞がすべて同義語であって，‘abuse'も‘use'も共にIspend' (消費する）という最初
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の動詞の言い替えとして用いられていることがわかる，したがって，この場合, 'abuse' (5):は，第
一義的には①の〈消費する，使い果す＞の意味であり, 5 ― 6行目ごは，〈けちん坊■> (niggardう
でありながら，＜惜しみな＜与えられた，豊富な> (bounteous)･＜贈り物> (largess)をく消費
し，使‘い果してしまう> (abuse)･相手の矛盾’した行為を表現していて，１番のくけ･ちけちするこ
とによって浪費する＞（ｍａｋ’St waste in niggarding) という一表現と平行した一種のパラドックス
となっている･．ここには，＜贈り物＞を自分一人で＜消費する＞ことは，すなわち＜誤れる使用＞
＜乱用＞（＜ａｂＵＳｅ＞の②の意味）に他ならないという，＜詩人＞の＜青年＞に対する’非難がこめ
られている．この‘abuse'という語から，７行目の‘usurer'どuse'という語が導き出’ざれてい
る．この‘use'は, 'abuse' (5).と脚韻,を踏むこと.により, 'abuse'との意味の同一性が強められ，第
一義的には＜消費する＞＜使い果す＞を意味する．一方，‘usurer'のコンテクストで読む･とき，
Stephen Booth やKnox' Pooler などの註釈書が指摘しているように，この‘use'は，＜活用す
る＞〈技資する＞（to put to use, lend at interest, invest for pront）11の意味でなければなら
ない．所が，そのことｰ＜結婚＞という形で＜美＞を＜投資＞して，＜利子＞として＜子孫＞を
得ることｰこそ，＜青年＞が行うことを頑なに拒否している所のことなのであり，「何故それ程
巨額の美という財産を投資するのか」という非難は，相手の＜青年＞には全く当てはまらない所の
＜状況からは否定されている意味＞なのである．まさに，＜状況からは否定されている意味＞に依
存’して，文章が成立している所に, Sh.の複雑な言語のからくりTの一端があるように思われる．
したがって, 'why dost thou use' の部分は，「何故消:費するのか」という肯定疑問文の意味を持
つ,と同時に，「何故投資しないのか」という否定疑問文を，裏の意味として換起す’る．＜美＞を
＜投資して，役立てる＞ことをしないような＜ＵＳｅ＞は，脚韻が暗示しているように，取りも直さ
ず，＜ａｂＵＳｅ＞（乱用）に他ならず，それは, Murray Krieger が簡潔に述べているように，「他
人から奪いながらついには自分自身からも奪い，使うことを拒否することによって完全に使い果し
てしまう」12ことなのである．それは，また，‘canst not live'という表現に見られるように，「暮
していくことができない」という意味においても，あるいは「子孫の中に生きることができない」
　(cf. 'living in posterity' Sonnet 6 : 12） と いう意味においても，＜生の否定＞であり，く死へj
の道＞に他ならヽな｀い．７行目の‘use'が含意する＜ｎｅｇａtｉｏｎ of ＵＳｅ＞というparadoxical (逆説
的）な意味は，実は，すでに５行目の‘abuseいこﾆ含まれていたものであって，＜ａｂＵＳｅ＞は.その
語源から，＜ａＷａｙ from ＵＳｅ＞すなわち<negation of.ｕSe＞を意味する,．これは，すでに見･たよ
うに，後揖ラーテン語では実際に使用されていた意味（③to disuse, stop using)である.‘abuse'
（5）に含まれているこの潜在的意味は，カプレットに至って顕在化させられ／ＵｎＵＳｅｄイ1穿という明
確･な表現の形を取る．そして, 7 ― 8行目の複雑なパラドックスはより単純なパラドックスとなっ
て，一つの解決を与えられる．＜消費された＞（ｕSe）＝＜乱用された＞（ａｂＵＳｅ）＝＜活用されな
かった＞（ＵｎＳｅｄ）所の＜美＞は，かくして，「＜青年＞と共に葬られねばならない」‘must be
tombed with thee' 倒のである.13行目’で述べられているj所のこれは，＜死への道＞であ･り，＜青
年＞は，ハムヽレッドのように，14行目の＜生への道＞との二者択一を迫ら･れることになる. 7'―8
行目.で，‘use / not live' となって，対立・矛盾してい･た＜ＵＳｅ＞と<life>は，最終行で，‘ｕS･§d
lives'と仲よく並び，和解するのである･. Sh.のソネットでは，カプレットが弱点であるとしばし
ば言われるか，このソネットの場合，カプレットは，単なる付け足しなどでは.なく，第2 quat-
rainで提起吝れたパラドックス.に解決を与えるという重要な役を果し，最初の十二行全体と対等に
桔抗しで，みずからのraison d'etre (存在理由）を自己主張するだけの重みを持っている．これは
Sh.ならではの離れ技である．
　９行目に戻って，＜商業＞メタファーを用いたhaving traffic with thy self alone'（自分とだ
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け取り引きを行う）云々という表現は, Eric Partridgeが指摘しているように，第一義的には
<keeping yourself sexually to yourself, you deprive yourself of a second self （a Child）＞，
第二義的には＜bｙ mastui‘bating, you wrong your true self>を意味する.13この後者の意味は，
１行目の‘unthrifty' (ＯＥＬ:), 3. unchaste, wanton)や４行目の‘free' (ＯＥＬ), 7. guiltless,
innocent),それに７行目の‘use' ( = sexual use)で匂わされ，５行目の‘abuse' (⑤to ravish,
defile)という語の中に, <abuse oneself> (自涜する）というかなり明確な形で隠されていたも
のが，表面化したものである．これも, Sh.が‘abuse'という語の中に潜在している様々な意味
を顕在化させながら，このソネットを展開していることを示す一例である.
　10行目では，５行目の‘abuse'に含まれていた＜斯＜＞（④to deceive, cheat)という意味か
表面化し，端的に‘deceive'という動詞となって表われ･る.10行目の‘sweet'という形容詞には，
＜美しい＞という基本的意味に加えて，１番の‘to thy sweet self too cruel' （8）という表現におけ
ると同様，＜（自分自身にとって）可愛い> CO£D, 8d. Dear t（jthe person himself ; usually
％ａｒｃａｉticalりバpet', 'precious' : chiefly qualifying ｓｅＪｆＱＴてむぶ）というアイロニカルな意味が込
められていて，‘thou of thy self thy sweet self dost deceive' (可愛い自分自身から自分自身を
欺し取る）という表現は，「可愛い自分を欺く」という相手の行為め矛盾を突いたパラドックスと
なっている．
　ここで，一寸，テキストで, 'abuse' (5)の次に置かれたコンマに注目しておきたい．５行目と７
行目とは完全にパラレルな構文であるにもかかわらず，７行目の‘use'の次にはコンマか無いの
に，５行目の‘abuse'の次にコンマか有るのは何故であろうか．このコンマの有無は, Thomas
Thorpe　によって出版されたとされる1909年版でも，われわれのテキストと全く同一である. Sh.
が‘abuse'の次にコンマを置いたのは，‘abuse'という語に＜消費する＞＜乱用する＞以外の意味
をも持たせたかったからに他ならない．コンマが置かれたことにより，ここでいったん区切りかつ
き, 'abuse'という動詞はギリシア語文法の所謂Middle Voice （中間態）的なｰすなわち再帰
的な一一意味を持たされる.14ところか，読者が定かな意味を決定しかねているうちに，次の行の
‘the bounteous largess' という明らかに目的語となる語句によって，‘abuse'を他動詞として解釈
する方向に修正を迫られることになる．そして，浮び上りかけていたMiddle　Voice的な意味の
方は，来決定のまま抑えられ，やがて，９行目の‘traffic'や10行目の‘deceive'に至ったとき，一
層明確な形を取って再び表面化するのである．
　このソネットで用いられている技法の一つは，修辞学で<polyptoton> (=repetition of words
from the same root but with dぼerent endingS）15と呼ばれるもので，これは，元来，同一セン
テンス内で同一語を語尾を変えて繰り返すことを指すか，ことでは拡大解釈して，＜同一語源か
ら派生した複数の形の異なる単語を同じソネットで使用すること＞と考えておきたい．具体的に
は，すでに見た通り, 1) <abuse一一一一usurer―･←一一use unused一一一一･ｕS6d＞が果も重要なもので，
その他には，2）〈beauty's beauteous beauty^,　3) <gives一一given give>, 4)
<lend lends>, 5) <live lives>, 6) <Cnature's -ｎａtｕtｅ＞，7）＜Sｕｍ一一SｕmS＞，8）
＜frａｎｋ-frｅｅ＞があり，これに，あるいは<being are一一be＞，＜thoｕ一一thee thy>
のような多分意図的でないものも加えることができるかも知れない.　8）の＜frａｎｋ＞は，元来，
Frank旅という個有名詞に由来するもので, <free>とは語源を異にするか, Sh.はあたかもこれ
らが同一語源の語であるかのごと＜見なしているようである･．そしてこの, <polyptoton>の修辞
法を, Sh.はこのソネットでかなり意識的に使用していると考えられる.＜p01ｙptｏtｏｎ＞と平行し
て，＜同義語による反復＞か顕著であるため，視覚的イメージに乏しいこのソネットは，一見混乱
しているような印象を与えるか，この表面の印象にもかかわらず，実は，すでに見てきたように，
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<青年〉が行っている行為の外観
　　　　〈appearance〉
<青年〉が置かれている状況の説明
　　　　　　〈Sein〉
〈青年〉が行っている行為の本質の暴露
　　　　　〈reality〉
〈青年〉が果たすべき義務
　　　　〈Sollen〉
〈生〉か〈死〉かの二者択一
　　　　　　　　　　　　　　　Fig. 4　StructuralSchema of Sonnet 4
複雑だが整然とした構造を持った作品と言えるのである．このソネットの構造を図式化すると，
Fig. 4のようになる．このように，高度の技法に支えられたこのソネットは，複雑な＜形式美＞
(formal beauty)を持ち, Sh.の強烈な＜形式感覚> (sense ofｆｏrｍ）loと彼の並外れた＜言語感
覚＞を示す作品となっているのである．
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